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一 

 



 

沖
繩
に
お
け
る
旧
日
本
軍
接
収
土
地
に
関
す
る
私
の
質
問
（
質
問
第
三
八
号
）
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆

質
八
四
第
三
八
号
）
に
関
し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

答
弁
書
の
一
に
関
し
、 

二 

答
弁
書
の
二
に
関
し
、 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
中
、
大
蔵
省
報
告
書
の
結
論
で
あ
る
「
沖
繩
に
お
い
て
戦
時
中
旧
軍
が
取
得
し
た
土
地

は
、
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財
産
と
な
つ
た
」
と
す
る
見
解
と
相
反
す
る
回
答

は
ど
れ
く
ら
い
あ
つ
た
か
。 

「
旧
地
主
」
の
当
山
盛
徳
、
呉
屋
カ
マ
両
氏
が
「
旧
日
本
軍
と
の
売
買
契
約
は
一
切
な
か
つ
た
」
と
証
言
し
て
い

る
読
谷
村
伊
良
皆
呉
屋
原
の
土
地
に
つ
い
て
、
「
大
蔵
省
報
告
書
が
結
論
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
『
私
法
上
の
売 

沖
繩
に
お
け
る
旧
日
本
軍
接
収
土
地
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

答
弁
書
の
三
に
関
し
、 

2 

当
山
、
呉
屋
両
氏
の
証
言
を
否
定
す
る
証
拠
を
国
は
持
つ
て
い
る
の
か
。 

1 

所
有
権
認
定
作
業
に
お
い
て
、
旧
日
本
軍
が
「
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財

産
」
と
し
た
と
認
定
さ
れ
た
の
か
。 

買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財
産
と
な
つ
た
』
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
を
保
持
し
て
い
る
の
か
。
」

と
の
私
の
質
問
に
対
し
、
答
弁
書
は
こ
の
点
に
何
一
つ
触
れ
て
い
な
い
。 

所
有
権
認
定
作
業
に
当
た
つ
て
は
、
旧
軍
占
有
地
に
つ
き
民
間
人
個
人
に
よ
る
所
有
権
の
申
請
が
許
さ
れ
て

い
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
の
根
拠
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
具
体
例
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

さ
ら
に
、
読
谷
村
に
お
い
て
は
、
旧
軍
飛
行
場
内
土
地
の
所
有
権
申
請
は
土
地
所
有
権
委
員
会
が
申
請
を
受 

よ
つ
て
、
次
の
各
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

実
際
に
は
、
何
の
証
拠
も
な
し
に
、
当
時
の
読
谷
村
長
を
し
て
所
有
権
証
明
を
交
付
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

四 

答
弁
書
の
四
に
関
し
、 

元
三
二
軍
参
謀
神
直
道
中
佐
は
「
陸
軍
と
し
て
不
要
と
な
つ
た
と
き
は
読
谷
村
の
元
の
地
主
に
優
先
的
に
返

還
す
る
旨
を
口
頭
で
約
束
し
て
い
る
」
と
証
言
し
て
い
る
。（
昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
五
日
付
厚
生
省
援
護
局

作
成
の
照
会
調
査
表
に
よ
る
。
）
さ
ら
に
「
第
二
次
大
戦
中
、
宮
古
島
に
飛
行
場
を
設
定
す
る
た
め
の
土
地
を
買

収
す
る
に
際
し
、
地
主
に
対
し
『
戦
争
が
終
わ
れ
ば
土
地
は
旧
地
主
に
払
い
下
げ
る
こ
と
」
を
口
約
し
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
と
認
定
す
る
」
と
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
四
日
付
厚
生
省
援
護
局
長
の
認
定
書
は
述
べ
て
い

る
。 

理
し
な
か
つ
た
と
の
証
言
（
読
谷
村
当
山
盛
徳
氏
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
土
地
所
有
権
委
員
会
の
措
置
に
誤
り

が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
か
。 

ま
た
、
土
地
所
有
権
委
員
会
の
手
続
上
の
瑕
疵
に
よ
る
土
地
所
有
者
の
損
害
救
済
の
た
め
の
措
置
は
、
所
有

権
認
定
作
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
て
い
た
か
。 

五 

 



 

 

六 

こ
の
よ
う
に
、
旧
軍
担
当
者
が
土
地
の
接
収
に
当
た
り
、「
戦
争
が
す
ん
だ
ら
元
の
地
主
に
土
地
を
戻
す
」
と

約
束
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
国
は
、
こ
の
「
証
言
」
及
び
「
認
定
書
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
い
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


